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本日のコンテンツ�

第１部　IPOした後の会社の実態	


•  IPOの後に何が待ち構えているのでしょうか？メリットとして語られるのは、
知名度の向上に伴う信用力の向上、資金調達能力の向上などがあります。	
  

•  上場した企業の実際のメリット、デメリットを詳しくご説明します。	


第２部　「IPOするために必要な５つのポイント」	


•  利益がいくら必要なのか	
  
•  上場維持コストをどう負担するのか	
  
•  上場審査に要求される書類	
  
•  内部統制とは、何をどうすべきか	


•  適時開示とはなにか	
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IPO後の会社の実態	
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上場すると何が変わる
のか？�



上場のメリット�
〜資金調達〜�



上場のデメリット�
〜情報開示とコスト〜�



IPOするために必要な５つのポイント	
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利益がいくら必要なのか？�



上場維持コストをどう負担
すべきか？�
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  資料：時事ドットコムより引用	


新規IPOの件数は減少傾向にある�



資料：レコフデータ	
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M&Aの件数は減少傾向にある�
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上場申請に要求される書類�

上場申請書類一覧→�
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  資料：八田進二『これだけは知っておきたい内部統制の考え方と実務』、日本経済新聞社 、2006年、P.53を元に作成。	


財務報告の信頼性
を担保する内部統
制を確立することが
重要！	


業務の有効性	
  
または効率性	


財務報告の 
信頼性	


	


法令等の遵守	
 資産の保全	


いわゆるJSOXで内部統制が完璧なわけではない�
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適時開示のビジネス視点での厳しさ�

適時開示が必要とされる項目→�


